
福井県大野市

ほし・ひと・エコ
推進事業
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＜地域資源＞

事業背景

「ＳＤＧsの理念」を取り入れ、施策全体の最適化を図り、地域課題の解決を進める

＜今後訪れる新たな強み＞

2023年８月 ：星空保護区の認定取得
※申請カテゴリーで認定されればアジア初

2023年度末：北陸新幹線金沢・敦賀間開業
2024年 ：市制施行70周年、金森長近公生誕500年
2026年春 ：中部縦貫自動車道県内全線開通

＜今後取り組む課題＞ 喫緊の課題は人口減少対策
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●日本一きれいな星空
●結の心
●森林資源
●天空の城 越前大野城
●九頭竜 恐竜化石
●北陸最大級の道の駅「越前おおの 荒島の郷」

①高速交通網整備を生かした産業の活性化 ②儲かる農業の推進 ③参加と協働による地域づくり
④子育て環境の充実と健康のまちづくり ⑤脱炭素化の推進 ⑥光害対策

第六次大野市総合計画（2021～2030【10年間】）

将来像 「人がつながり地域がつながる 住み続けたい結のまち」

2023年8月
星空保護区
認定取得

2023年度末
北陸新幹線

敦賀・金沢間開業

2026年春
中部縦貫自動車道
県内全線開通



自治体ＳＤＧsモデル事業の概要

環境

経済 社会星空観光をつなぐ

ほし・ひと・エコ推進事業

活動する人をつなぐ

エコ（脱炭素）をつなぐ

三側面をつなぐ
統合的取組

未来へつなぐ
「共創組織」
構築事業

1.星空観光の推進

２.グリーンモビリティによる観光推進

1.大きな節目を生かした市民協働の誘発

２．大学との協働・連携

１．市民や事業者の脱炭素行動の啓発

３．光害対策２．森林資源の循環利用

●商品開発と情報発信強化
●宿泊施設の充実支援

●JR越美北線の観光利用促進
●サイクルツーリズムの推進

●市制施行70周年記念（2024年度）
●金森長近公生誕500年（2024年度）

●星空観光・光害対策
●水循環の調査・教育プログラムの作成
●まちなかの賑わい創出・資源循環

●脱炭素楽しみながら学べる普及啓発
●結のEco協賛店 ●フードドライブ

●越前おおのエコフィールド
●再造林・保育の支援
●子どもの木づかい促進

●光害対策の普及啓発
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自治体ＳＤＧsモデル事業の概要

経済

星空観光の推進

●星空観光で事業者の稼ぐ力の向上を図るためには、きれいな星空を維持する必要がある。

● きれいな星空を維持するためには、光害対策、大気環境対策が必要である。

● 良好な大気環境を維持するためには、森林保全、脱炭素が有効である。

● 各取り組みを効果的・効率的に進めるためには、多様な主体との協働・連携の強化が必要である。

⚫ 宿泊施設の整備への支援
⚫ 新たな宿泊施設の誘致
⚫ 学生合宿の誘致

⚫ 停留駅を発着とした観光イベント
⚫ 駅舎等の装飾、車両ラッピング
⚫ サイクルトレイン導入の検討

⚫ 道の駅「越前おおの 荒島の郷」を拠点
としたレンタサイクルの推進

⚫ サイクリングマップの製作
⚫ 日本代表や強化指定選手の合宿誘致

【宿泊環境の充実支援】

【商品開発と情報発信の推進】 【JR越美北線の観光利用促進】

【サイクルツーリズムの推進】

⚫ 「星空ハンモック」「星降るランタンナイト」の開催
⚫ 星をテーマにした関連グッズの制作
⚫ 星空商品開発応援補助金
⚫ 都市圏への出向宣伝の強化

グリーンモビリティによる観光の推進

星空ハンモック

恐竜客室の整備（イメージ）
市内でのサイクリング風景

論理構造

JR越美北線
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星空観光をつなぐ



自治体ＳＤＧsモデル事業の概要

社会

⚫ 市内の20～40代は地球温暖化問題への関心が他世代に比べ低い傾向にあるため、これ
らの層が脱炭素を自分事として考えるための取り組みが必要である。

⚫ 市域の約87％を占める森林を強みとしたCO2吸収源対策が必要である。
⚫ きれいな星空を観望するために、光害対策と大気環境対策が必要である。
⚫ さまざまな主体が分野・業種を超えて脱炭素を推進する体制が必要である。

市民や事業者の脱炭素行動の啓発

【脱炭素を楽しみながら学べる普及啓発】

⚫ 2050年のカーボンニュートラルの達成には、長期的な視点を持ち、さまざまな主体の意識啓発や行動変容につながるよう働きかけることが必要で
ある。特に若年層をターゲットとした啓発活動に取り組み、次世代に向けた脱炭素人材の育成を強化する。小中学生や20～40代（子育て層）に対し、
脱炭素を楽しみながら学べる（体験できる）機会を提供することによって、主に家庭部門の脱炭素化につなげる。具体的には、小中学校の授業や放
課後児童クラブに出向いて行う「Eco落語」、「Eco紙芝居」のほか、商業施設で人力発電の乗り物を提供する「Eco遊園地」、工作や実験を通してエ
ネルギーの大切さを教える「親子エネルギー体験教室」など、さまざまな場を通して啓発活動を行っていく。

【結のエコ協賛店】 【フードドライブ】
⚫ 2021年度から「県民せいきょう（福井県生活協同組合）」と連携して、

食品ロスの削減と生活困窮者への支援を目的に「フードドライブ」を
実施している。市民から家庭で余っている食品を募り、市役所や各
公民館、県民せいきょうで受け付け、福祉施設などに無償提供を
行っている。今後も引き続き実施し、参加者を増やすためにも、より
認知度が高まるよう啓発活動を行っていく。

森林資源の循環利用の促進
⚫ 当市は、県内で最も広い森林面積を有しており、森林の施業及び保護を行っている面積（森林経営計画策定面積）

も県内で最も広くなっている。一方で、人口減少・高齢化に伴う担い手不足や森林所有者の無関心化が深刻さを増
している。

⚫ 大野市脱炭素ビジョン（案）には、広大な森林面積を生かしたCO２吸収源対策を進めることを取組方針に掲げており、
今後、ＣＯ２吸収源対策に注力し、人口減少が進む中にあっても、適切に管理された森林を維持していく。

【越前おおのエコフィールド事業】
⚫ 事業所、団体、行政機関で構成する「越前おおのエコフィールド管理・運営協議会」が運営する、ドングリから苗木を育て豊かな森をつくる活動を実施する。環境教育の一環と

して、市内児童がクヌギやミズナラなどのドングリを苗木まで育て、苗畑のエコフィールドに会員らが仮植えする。３～４年かけて成長した苗木は市内の山林に植樹し、定期的
に下草刈りや捕植などを行う。ドングリを各小学校へ配布し、苗木を育て、山林に植樹していく活動をサイクルさせることにより、森づくりを実践する。現在、33の団体等が活動
に参画しており、より多くの主体に携わってもらうことにより、森林保全への理解と実践の輪を広げていく。

【再造林・保育の支援】
⚫ 当市の森林は、人工林の５割が本格的な利用期に達しており、資源量が充実してきている一

方で、今後、木々の高齢化がさらに進むと、CO2吸収力が低下する懸念がある。こうしたこと
から、伐期を過ぎて高齢化した木を伐採し、再び植栽や保育を行う「伐って、使って、植える」
循環型林業を確立する必要がある。2023年度から、森林組合等が取り組む再造林や保育を
支援する補助制度を新たに創設し、主伐・再造林を推進し、若い林分の育成を進め、CO２吸
収源の維持・拡大を図っていく。

【子どもの木づかいの推進】
⚫ 子どもに木とふれあう機会を提供し、木への親しみや木材

利用意識を持ってもらうとともに、木材資源の循環を進め
るため、木づかい運動を推進する。国産材を使用したおも
ちゃなどを公立保育園等には配布し、民間保育園等には
購入を費用面で支援していく。

光害対策
【光害の普及啓発】

⚫ 星空保護区認定後も、市民や事業者、大学、行政の協働により、暗く美しい夜空の品質を維持していくため、啓発活動を行いながら光害対策の模範を示す。
具体的には、市と連携協定を締結する「福井工業大学」や、市民団体の「オヤット天文クラブ」などの講師が、公民館や小中学校に出向いて、光害防止の普及
啓発の講座を行う。

⚫ また、市が委嘱する地域おこし協力隊が作成する、星空専用サイトや星空フリーペーパーも活用し、啓発活動を行う。さらには、市内の家庭、事業所、施設な
どの照明を一斉に消して、星空が観やすい夜空を作り出し、省エネルギーについても考えてもらうライトダウンイベントの開催を通じて、各主体の光害防止の
具体的な行動の実践につなげる。加えて、市内の団体や事業者、行政が実践する星空の活用・保存の取り組みについて、「星のまちおおの推進協議会」の会
合を通じて情報共有や意見交換を行い、取り組みの横展開につなげていく。

環境

大きな節目の機会を生かした市民協働の誘発 大学との連携・協働

市民や事業者の脱炭素行動の啓発 森林資源の循環利用の促進

光害対策

⚫ 市民提案事業の実施
⚫ 姉妹都市等との交流事業

【市制施行70周年事業】

【金森長近公生誕500年事業】

⚫ 文化財講演会の開催

【福井工業大学】

【香川大学】

【関西大学】

【脱炭素を楽しみながら学べる普及啓発】

【結のＥco協賛店】

【フードドライブ】

【越前おおのエコフィールド事業】

【再造林・保育の支援】

【子どもの木づかいの推進】

【光害対策の普及啓発】

⚫ 「福井工業大学」や「オヤット天文クラブ」
の講師による出前講座

⚫ 小中学生・子育て層をターゲットとした、
「Eco落語」「Eco紙芝居」「「Eco遊園地」
「親子エネルギー体験教室」

⚫ 星空を活用した商品開発、光害対策の普及啓発

⚫ まちなかの賑わい創出と資源循環活動
⚫ 水循環に関する調査研究

⚫ 水循環に関する調査研究
金森長近公

関西大学研究員による
ミミズコンポストの授業

Eco紙芝居

越前おおのエコフィールド

星空授業 5

活動する人をつなぐ

エコ（脱炭素）をつなぐ



三側面をつなぐ統合的取組

未来へつなぐ「共創組織」構築事業
「ほし」「ひと」「エコ（脱炭素）」の各観点から取り組みを推進するため、さまざまな主体が参画し、行政とともにま
ちづくりに取り組む「共創組織」を構築する。

1. 「観光を軸に稼ぐ新組織」の再編

【課題】

⚫ これまで行政主導で観光施策を進めてきており、民間が観光を牽引し、地域経済を潤すまでに至っていない。
⚫ 観光事業者・団体の中で、方向性の共有や役割の明確化がされていない。

分散している力を結集させ、より稼ぐ視点を持った強固な新組織に再編する。

未来へつなぐ「共創組織」構築事業

1.観光を軸に稼ぐ新組織 2.おおのＳＤＧsパートナー連絡協議会（仮称） 3.脱炭素ビジョン推進体制
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三側面をつなぐ統合的取組

「脱炭素推進会議」を設置し、その下に「実践者ネットワーク」を構築する

2. 「おおのＳＤＧsパートナー連絡協議会（仮称）」の設立

3. 「脱炭素ビジョン推進体制」の構築

【課題】

⚫ ＳＤＧsに取り組む主体の多くは、単体での活動に留まっており、相互に連携した活動に
は至っていない

⚫ ＳＤＧsに取り組む多様な主体が集い、地域課題解決に向けたアイデアを共有し、検証・
実践できる場が整っていない

「おおのＳＤＧsパートナー連絡協議会（仮称）」

【協議会の具体的取組】
①ＳＤＧsの取り組みの情報共有・発信
②課題とノウハウのマッチング支援
③各主体のまちづくり参画の促進

【課題】

⚫ 「大野市脱炭素ビジョン」の取り組みを効果的かつ着実に進めるため、官民連携による
推進体制が必要

パートナーシップで地域の課題解決を図る仕組みづくり

脱炭素推進会議

実践者ネットワーク
脱炭素推進会議の役割

●ビジョンの進行管理（外部評価）
●新たな具体的取組の検討

実践者ネットワークの役割

●推進会議に基づく具体的取組の実践
●学習会やセミナーなどへの参加

脱炭素行動を市民生活や事業活動に浸透させる仕組みづくり 7

市内の「ふくいＳＤＧsパートナー」 市と連携協定を締結する企業等



統合的取組による相乗効果（新たに創出される価値）

1.星空観光の推進

2.グリーンモビリティによる観光推進

1.大きな節目を生かした市民協働の誘発

2.大学との協働・連携

1．市民や事業者の脱炭素行動の啓発

2. 森林資源の循環利用

3. 光害対策

課題：星空観光をつなぐ 課題：活動する人をつなぐ

課題：エコ(脱炭素)をつなぐ

⚫ 観光を軸に稼ぐ新組織
⚫ おおのＳＤＧsパートナー
連絡協議会（仮称）

⚫ 脱炭素ビジョン推進体制

未来へつなぐ
「共創組織」構築事業

経済面の相乗効果

社会面の相乗効果

環境面の相乗効果

⚫ 環境保全意識向上による
グリーンモビリティの利用

⚫ エネルギー代金の市外流出抑
制による事業活動の活性化

経済面の相乗効果

⚫ 星空の経済的価値向上によ
る保存・保護意識の醸成

⚫ グリーンモビリティの利
用によるCO2削減

⚫ 地域資源への誇り・愛
着が高まることによる
市民参画意識の向上

社会面の相乗効果

経済 社会

環境

環境面の相乗効果

⚫ 環境保全をテーマとした
地域活動・大学研究活
動の活性化

⚫ 異分野・異業種の連携
による脱炭素活動の活
発化

⚫ 異分野・異業種の連携
による産業イノベーショ
ンの創出

三側面をつなぐ統合的取組
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自律的好循環の具現化に向けた取組

アウトカム

●観光消費額の増加 ●交通面の生活利便性の維持・向上

●関係人口の増加

●健康意識の向上 ●CO２削減

●市民のまちづくり参画 ●エネルギー代金の市外流出の抑制 など
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地域づくりの核となり
協働を支える

人づくり・人材育成

高速交通網の市内県内
延伸を生かした
経済活性化

ふるさと納税・
企業版ふるさと納税
の活用による財源確保

ガバメントクラウド
ファンディング

「人がつながり地域がつながる 住み続けたい結のまち」の実現へ第六次大野市総合計画将来像



福井県大野市

ご清聴ありがとうございました
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